
ふれあいレクリェーション大会
子供会連合会

そ～れ引け、ワッショイ！－町民体館では、子供たちの元気な
掛け声がこだまします。3月29日、町内の子供育成会の子供やお父
さん、お母さんたち203人が集まり、ミふれあいレクリエーション
大金一が行われました。この大会は、今年始めて開かれたものです
綱引きやジグザグドリブル、ビーチボールバレー、ジャンケン大会
と親・子で協力して得点を競います。みなさん、新しい友達が出来
たがなあ。



うるおいのある町を自指して
昭和62年度の町予算の総額は81億7，262万9千円

「明るく健康な　うるおいのある呵」づくりを目指した昭和62年度の予算が3月の定例議会で
決まり、4月からスタートしました。予算総額は一般会計、特別・企業会計を合わせて81億7，
262万9千円で、前年度に比べ4．0パーセント増（3億1，201万3千円）の緊縮予算です。各会計
別の、そのあらましを見てみましょう。

ｌ
般
会
計
…
…
四
十
七
億
二
千
二
十
万
三
千
円

昭
和
六
十
二
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
四
十
七
億
二
千
二
十
万
三
千
円

と
前
年
度
に
比
べ
五
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
億
六
千
三
百
九
十
九
万
四
千
円
）
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
央
公
民
館
の
大
型
廼
設
事
業
の
完
了
に
よ

る
も
の
で
す
。
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
」

と
い
う
こ
と
を
基
本
に
、
経
常
経
費
の
節
約
と
文
教
、
福
祉
、
生
活
環
境
、
レ
ジ

ャ
ー
施
設
な
ど
の
充
実
を
目
指
し
、
限
り
あ
る
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

②
地方譲与税…………・＝……5，100万円
自動車取得税交付金………4，800万円
交通安全対策特別交付金・‥　450万円

〔その他の内訳〕
①
分担金及び負担金…5，613万9千円
繰入金………………5，碑0万1千円
財産収入……………1，589万円
繰越金＝……………・4．000万円
寄付金………………………‥2千円

「、

町
の
財
源
は
、
町
税
や
使
用
料
及
び

手
数
料
な
ど
の
町
が
自
ら
確
保
で
き
る

自
主
財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県

か
ら
の
支
出
金
、
町
債
（
借
入
金
）
な

ど
、
他
か
ら
収
入
す
る
依
存
財
源
と
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
歳
入
の
内
、
自
主
財
源

が
全
予
算
の
四
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。

☆
町
税
は
、
前
年
度
当
初
に
比
べ

〇
・
九
㌫
（
一
千
五
百
五
十
四
万
一
千

円
）
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
本
町

の
所
得
構
造
と
経
済
の
低
落
に
よ
り
、

町
民
税
の
増
額
は
見
込
め
ず
、
わ
ず
か

に
固
定
資
産
税
の
伸
び
が
見
込
め
る
程

度
で
す
。
☆
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
当
初
に

比
べ
三
・
九
㌫
増
の
十
三
億
九
千
二
百

万
円
と
、
五
千
二
百
万
円
の
増
収
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
前
年
度
決
算
見
込

に
比
べ
減
額
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

☆
国
・
県
支
出
金
は
、
一
億
九
百
二

で

十
九
万
八
千
円
の
滅
と
な
っ
て
い
ま
す

こ
れ
は
、
中
央
公
民
館
建
設
事
業
の
完

了
に
よ
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
失

業
対
策
と
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
費

（
七
千
五
百
五
十
三
万
円
）
、
道
路
改

良
事
業
（
六
千
五
十
万
円
）
、
公
園
事

業
費
（
三
百
万
円
）
、
吉
田
団
地
下
水

合
併
処
理
施
設
建
設
事
業
（
三
千
百
五

十
二
万
円
）
に
対
す
る
補
助
金
が
主
な

も
の
で
す
。

☆
繰
入
金
は
、
前
年
度
当
初
に
比
べ

八
〇
・
四
軒
、
二
億
四
百
九
十
万
円
と

大
幅
な
減
で
、
こ
れ
は
全
て
中
央
公
民

館
建
設
事
業
の
完
了
に
伴
い
、
庁
舎
等

建
設
準
備
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
が
減
っ

た
た
め
で
す
。

☆
諸
収
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
億

一
千
百
四
十
四
万
八
千
円
の
減
で
、
こ

れ
は
鉱
害
復
旧
事
業
の
減
少
に
よ
る
国

や
県
の
補
助
金
、
鉱
害
復
旧
事
業
団
か

ら
の
負
担
金
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

☆
町
債
（
町
の
借
金
）
は
、
前
年
度

に
比
べ
三
八
・
七
㌫
二
億
七
十
万
円

増
え
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
国
の
補

助
率
の
引
き
下
げ
に
伴
う
借
金
が
三
千

四
百
六
十
万
円
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（2）



－ヽ

災害復旧費叫1億6，060万2千円
予備費・…・・・・‥…1，500万円

1億2，755万2千円
…・5，738万8千円
‥1，970万6千円

般

Ａ
宗
計
予
算

過
去

5
年

間

の
推

56億333万円

49億8 ，419万円

45億7，363万円　　　 4胤 541万円　　 47億2，020万円

ｌ　　　　　　　　 ｌ　　　　　　　　 ｌ　　　　　　　　 ｌ　　　　　　　　 ｌ
移 Ｓ58　　　　　　　 Ｓ59　　　　　　　 Ｓ60　　　　　　 Ｓ61　　　　　　 Ｓ62

〔その他の内訳〕

議会費目…・
農林水産業費…・
商工費‥・…

歳
出
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
土

木
費
が
大
幅
に
増
え
た
反
面
、
中
央
公

民
館
の
完
成
で
教
育
費
が
半
減
し
た
こ

と
が
特
徴
で
す
。
そ
れ
で
は
、
目
的
別

に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
譲
会
費
は
、
五
月
か
ら
議
員
数
が

二
十
二
人
（
四
人
滅
）
と
な
る
た
め
、

前
年
度
に
比
べ
八
百
二
十
八
万
四
千
円

の
滅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
総
務
費
の
中
に
は
、
役
場
周
辺
の

整
備
費
や
県
知
事
・
県
議
会
議
員
、
町

議
会
議
員
選
挙
費
が
新
た
に
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
全
体
と
し
て
は
前
年
度
に

比
べ
五
千
二
百
八
十
七
万
九
千
円
増
え

て
お
り
ま
す
。

☆
民
生
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
千

八
百
二
十
七
万
九
千
円
増
え
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
へ
の
繰
出
金
（
三
千
万
円
）
の
計

上
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

☆
衛
生
費
は
、
老
人
保
健
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
が
一
千
八
百
七
十
三
万
円

と
ご
み
処
理
施
設
負
担
金
が
五
千
二
百

三
十
七
万
七
千
円
増
え
た
反
面
、
し
尿

処
理
施
設
負
担
金
が
二
千
六
百
七
十
一

万
二
千
円
の
減
と
な
り
、
全
体
と
し
て

は
、
前
年
度
に
比
べ
五
千
百
三
十
一
万

八
千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

☆
労
働
費
は
、
失
業
者
の
雇
用
を
図

る
た
め
の
事
業
を
行
う
も
の
で
、
前
年

度
に
比
べ
一
千
百
八
十
四
万
五
千
円
の

減
。
事
業
と
し
て
は
、
①
五
反
田
・
石

仏
線
④
野
間
・
迎
線
の
道
路
整
備
を
行

う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

☆
農
林
水
産
業
費
は
、
前
年
度
に
比

べ
百
十
七
万
八
千
円
の
減
で
、
農
業
用

水
管
布
設
替
工
事
費
な
ど
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

☆
商
工
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
七
万

八
千
円
の
減
と
、
ほ
ぼ
同
額
を
計
上
し

商
工
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

☆
土
木
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
三
億

四
千
百
七
十
四
万
四
千
円
と
大
幅
に
増

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
緑
化
植
栽

工
事
（
六
百
三
十
一
万
七
千
円
の
増
）

改
良
住
宅
管
理
費
（
一
億
六
千
四
百
四

十
四
万
四
千
円
の
増
）
の
増
加
や
、
遠

賀
川
河
川
敷
整
備
事
業
（
一
億
四
千
七

百
四
十
二
万
円
）
、
公
営
住
宅
建
設
事

業
（
一
億
二
千
七
百
十
万
二
千
円
）
の

新
し
い
予
算
計
上
に
よ
る
も
の
で
す
。

☆
消
防
費
は
、
第
四
分
団
に
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
購
入
し
、
機
動
力
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
全
体
と
し
て
は
、
常

備
消
防
負
担
金
が
増
え
て
、
二
十
九
万

八
千
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

☆
教
育
費
は
、
公
民
館
費
が
五
千
七

十
三
万
九
千
円
増
え
た
反
面
、
中
央
公

民
館
建
設
工
事
の
終
了
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
五
億
八
千
六
百
四
十
九
万
一

千
円
と
大
幅
な
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す

☆
災
害
復
旧
費
は
、
鉱
害
復
旧
を
行

う
も
の
で
、
①
新
地
下
・
村
下
線
⑧
丸

ノ
西
・
入
用
線
⑧
儀
老
・
貴
船
線
④
家

屋
十
戸
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
全
体
と

し
て
は
、
事
業
量
の
減
少
で
、
前
年
度

に
比
べ
一
億
二
千
九
百
九
万
四
千
円
の

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

☆
公
債
費
（
借
金
の
返
済
金
）
は
、

前
年
度
に
比
べ
八
百
四
十
五
万
八
千
円

増
え
て
お
り
ま
す
。

一般会計の主な事業
●庁舎周辺整備に伴う用地買収費22，160
千円

●頃末公民館移転・町民会館跡地整備関

係移転補償費32，㈱0千円
●国民健康保険会計への繰り出し金
30，000千円

●老人保健特別会計への繰り出し金
71．094千円

●健康診査・癌検診委託費12，150千円

●中間市外遠賀郡4町分水管工事負担金
4，382千円

●特定地域開発就労事業工事費（五反田

・石仏線、野間・迎線改良舗装工事）
155，000千円

●農業用水管布設香え工事委託費（鹿児

島線地下埋設〕23，000千円

●道路新設工事改良工事費（丸ノ西・五

反五歩線、宮ノ前・門田線改良及び生

活道路舗装工事）44，000千円

●同上工事に伴う用地買収費11．000千円
移転補償費65500千円

●猪熊・机線舗装工事費13，000千円

●下水道事業特別会計への繰り出し金
8，000千円

●上二中塚公園施設整備費他11，000千円

●緑化植栽工事費8，000円

●遠費川河川敷整備費140，000千円

●公営住宅整備費18，825千円

●改良住宅整備費224，404千円（吉田団

地下水合併処理施設工事、鯉口団地給
水設備改造工事、防水工事他）

●二団地建設用地買収費（4，836〝ヂ）
117，032千円

●消防ポンプ自動車購入費（第4分団）

他12，660千円

●小・中学校施設整備費56，750千円

●頃末小学校防音工事設計委託費（サッ

シ取り替え）2，325千円

●地区公民館建設補助金（新生街、高尾
団地）9，758千円

●水巻町大運動会1，500千円
●鉱害復旧工事費108，000千円（新池下

・村下線、丸の西・入用線、儀老・貴
船元線、及び家屋10戸）

●広域行政組合関係負担金494，193千円

（3）
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薮

12 億 1 ，6 12万 4千 円

老人保健会計

13億 5 ，758万 2千 円

下水道会計

7，407 万6千 円

農業共済会計

881万 9千円

水道事 業会計

7億 9 ，582万 5千円

万 Ｉ

甘 拍

0窒葦璧芸

百九　工　苫午大　　計・．．．・．＿　′ヽ

り　確 来 た　　 万 七
組 保 の 先 水 二 万 今
み　と　入 行 道 百 立 年
ま 給 口 授 事 五 万 度
す 水 増 資 業 十　 メ　は
0 施 に が は 戸 Ｉ ’
設 対 必 ’で ト　総
の 応 要 長 計 ル 配
整 す で 期 画 ’水
備 る 、計 し 給 量
・ た 今 画 て 水 を
拡 め 年 に お 件 二
充 ’度 基　 り数 百
に 水　も　づ ま　を 八
取の将いす一一十

特
別
会
計
と
企
業
会
計
は
、
一
般
会

計
と
は
別
に
構
成
さ
れ
、
企
業
会
計
は

独
立
採
算
制
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
予
算
総
額
は
三
十
四
億
五
千

二
百
四
十
二
万
六
千
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
額
は
、
前
年
度
比
八
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
増
の
十
二
億
一
千
六
百
十
二
万

四
千
円
で
す
。

支
出
は
、
保
険
給
付
（
医
療
費
の
個

人
負
担
を
除
い
た
額
）
が
全
体
の
七
一

二
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
老
人
保
険
拠
出
金

が
二
三
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
医
療
費

の
給
付
で
全
体
の
九
四
二
一
パ
ー
セ
ン

ト
、
十
一
億
四
千
六
百
二
十
八
万
六
千

円
を
占
め
て
い
ま
す
。

財
源
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
四
億

九
千
二
百
六
十
二
万
円
）
、
国
の
支
出

金
（
四
億
四
千
三
百
二
十
一
万
一
千
円

）
、
療
養
給
付
費
交
付
金
（
二
億
三
千

七
百
八
十
五
万
円
）
な
ど
が
主
な
も
の

で
す
が
、
医
療
費
の
伸
び
に
追
い
つ
け

な
い
の
が
実
情
で
、
不
足
す
る
三
千
万

円
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ま
す
。

保
険
税
を
改
正

毎
年
増
え
る
医
療
費
の
た
め
、
加
入

者
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
基
金
を
取
り
く
ず
し
た
り
、
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
ま
か
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
医
療
費
の
上
昇
が

大
き
く
（
六
十
年
度
＝
二
四
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
、
六
十
一
年
度
＝
二
三
パ
ー
セ

ン
ト
を
予
想
）
、
現
行
税
率
で
は
運
営

し
き
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
六
十
二
年

度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
課
税
限

度
額
を
「
三
十
七
万
円
」
と
し
、
所
得

別
額
を
「
九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
」
、
均

等
割
額
を
「
一
万
六
千
五
百
円
」
、
平

等
割
額
を
「
一
万
九
千
五
百
円
」
、
資

産
割
額
を
「
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
」
で
保

険
税
の
収
入
額
を
計
上
し
て
お
り
ま
す

老
人
保
健
特
別
会
計

予
算
額
は
、
前
年
度
比
三
六
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
増
の
十
三
億
五
千
七
百
五
十

八
万
二
千
円
で
す
。

七
十
歳
以
上
の
人
の
健
康
を
守
り
、

医
療
費
の
確
保
の
た
・
め
の
会
計
で
、
医

療
費
の
給
付
が
全
体
の
九
七
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

財
源
は
、
各
種
の
健
康
保
険
か
ら
の

拠
出
金
（
支
払
基
金
）
と
、
国
や
県
、

町
の
負
担
金
で
す
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
①
道
路
の
鉱

害
復
旧
に
伴
う
配
水
管
改
良
工
事
（
頃

末
地
区
）
　
㊥
配
水
管
改
良
工
事
（
猪

熊
地
区
一
件
・
吉
田
地
区
一
件
）
　
⑨

河
口
堰
か
ら
の
配
水
に
伴
う
第
三
次
拡

張
事
業
と
し
て
、
二
億
八
千
万
円
を
計

上
し
て
今
年
度
か
ら
配
水
池
の
築
造
工

事
に
か
か
り
ま
す
。

下
水
道
特
別
会
計

農
業
共
済
特
別
会
計

予
算
額
は
、
八
百
八
十
一
万
九
千
円

で
、
水
稲
や
麦
、
家
畜
な
ど
が
不
慮
の

事
故
を
受
け
た
と
き
、
そ
の
損
失
を
補

い
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
の

会
計
で
す
。

共
済
金
街
は
前
年
と
同
額
で
、
水
稲

が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
二
百
三
十
円

麦
が
同
百
四
十
円
、
家
畜
共
済
の
加
入

は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
も
財
源
が
不
足
す
る
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ま
す
。

予
算
額
は
、
前
年
度
比
一
一
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
減
の
七
千
四
百
七
万
六
千
円

で
す
。支
出
は
、
下
水
処
理
場
の
管
理
委
託

料
が
二
千
七
百
三
十
七
万
九
千
円
、
修

繕
料
が
二
百
二
十
万
円
な
ど
。
主
な
事

業
と
し
て
は
、
鯉
口
中
継
ポ
ン
プ
場
に

ポ
ン
プ
を
設
置
し
ま
す
。

収
入
の
う
ち
、
使
用
料
は
五
千
五
十

万
ｌ
千
円
と
、
全
体
の
六
八
二
一
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
不
足
額
は
一
般
会
計
と
基

金
か
ら
繰
入
れ
を
行
う
な
ど
、
財
政
は

た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
で
す
。

消防団が4分団制に変更
4月1日から水巻町消防団が、5箇分団制から4簡分団

制に変わります。これにより、新しい第4分団の格納庫は、
旧第5分団の格納庫（猪方糾、学校横）となります。

消防団は、地域の消防・防災の中心的な役割として、防

火活動を始め戸別防火訪問、独居老人宅の防火点検、住民

防災訓練の指導など、地域に密接した活動を積極的に行っ

ていきます。今後とも、みなさんのご協力とご支援をお願
いします。

各分団の担当区域

名　　 称 担　　 当　　 地　　 区

第 1分団
立屋敷．伊左座 ．二 ．二町住 ．下二．下二町住
みずほ団地．林住宅．入江興産．

第 2分団 吉田ノー．吉田ノ二 ．吉田ノ三 吉田団地

1
第 3 分団 頃末南．頃末北 ．高尾団地 ．木八．机社宅．古賀．

新生街．美吉野団地 ．鯉口団地 ．鯉口分譲団地 ．

第 4 分団
古賀団地 ．梅ノ木団地東．梅 ノ木団地西 ．樋 口

猪熊 ．猪熊町住 ．高松団地 ．おかの台．
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投
票
用
紙
に
は

候
補
者
の
名
前
だ
け
を
書
い
て
下
さ
い
。

（
投
　
票
）

投
票
用
紙
に
は
、
あ
な
た
の
選
び
た

い
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い

候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書
く
と

無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
代
理
投
票
）

身
体
が
悪
く
て
字
が
書
け
な
い
人
、

文
盲
で
字
が
書
け
な
い
人
、
視
覚
障
害

者
で
点
字
器
を
使
え
な
い
人
の
た
め
に

「
代
理
投
票
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
投

票
所
で
係
に
ク
代
理
投
票
″
と
言
い
ま

す
と
、
そ
の
人
に
代
っ
て
投
票
用
紙
に

町議会議員選挙で

投票する資格のある人

昭和42年4月27日まで

に生まれた人で、昭和62

年1月20日までに転入届

けをし、引き続いて住民

基本台帳に記載されてい

る人。

記
載
を
し
ま
す
。

（
点
字
投
票
）

視
覚
障
害
者
の
方
は
「
点
字
投
票
」

が
で
き
ま
す
。
視
覚
障
害
者
の
方
で
点

字
投
票
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
係
に

か
点
字
投
票
″
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

点
字
器
は
、
投
票
所
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
投
票
所
入
場
券
は

投
票
日
の
前
日
ま
で
に
郵
送

投
票
所
入
場
券
は
、
投
票
日
の
前
日

ま
で
に
、
あ
な
た
の
お
宅
に
郵
送
し
ま

す
。
も
し
、
入
場
券
を
な
く
さ
れ
た
人

ま
た
は
何
ら
か
の
理
由
で
入
場
券
が
お

手
も
と
に
届
い
て
な
い
と
き
は
、
投
票

当
日
『
印
か
ん
』
を
持
っ
て
投
票
所
の

事
故
係
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
「

四
月
十
六
日
以
降
」
に
転
居
（
町
内
）

さ
れ
た
方
は
、
転
居
前
の
住
所
に
該
当

す
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

四
月
十
二
日
に
行
わ
れ
ま
す
県
知
事

・
県
議
会
議
員
選
挙
と
、
四
月
二
十
六

日
に
行
わ
れ
ま
す
町
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
昨
年
の
選
挙
の
投
票
所
と
、

一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
第
四
投
票
所
が
「
水
巻
町
民
会
館
」

か
ら
「
水
巻
町
中
央
公
民
飽
大
ホ
ー

ル
」
　
へ
。

●
第
五
投
票
所
が
「
水
巻
中
学
校
体
育

館
」
か
ら
「
水
巻
町
夢
3
保
育
園
」

へ
。
投
票
の
前
に
、
あ
な
た
の
投
票
所
を

も
う
一
度
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
日
程
．

投
票
当
日
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
票

す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
職
務
や
旅

行
、
入
院
な
ど
で
当
日
投
票
で
き
な
い

人
は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

▽
期
　
間

町
議
会
議
員
選
挙

4

月

2

1

日

～

4

月

2

5

日

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

▽
場
　
所

水
巻
町
役
場
一
階
二
〇
一
大
会
議

室
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室
）

▽
持
っ
て
来
る
も
の
　
『
印
か
ん
」

※
な
お
、
指
定
病
院
等
に
入
院
中
の
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

（投票時間）午前　7　時～午後　6　時

投 票 所 名 場∴ ！∴所 地　　　 区　　　 名

第 1 投票所
水巻町立 立屋敷、伊左座 、みずほ団地、二、二町

伊左座小学校講堂 住 、下二、下二町住 、入江興産、林住宅
ｌ

第　 2　投票所
水巻町

第 2 保育園
吉 田一、吉田二、吉田団地

第　 3　投票所
水巻町身体障害

者福祉セ ンター
吉 田三、美吉野団地、鯉 口団地

第　 4　投票所
水巻町中央公民館

大ホール
頃末、勅、高尾団地 、朴社宅

第　 5　投票 所
水巻町

第 3 保育 園
古賀 、新生街、梅 ノ木団地 、古賀団地

第　 6　投票所 水巻町民体育館
ｌ
高松団地 、おかの台

第　 7　投票所
水巻町立

猪熊小学校講堂
樋 口、猪熊、猪熊町住
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お母さん、大ハッスル

30代から60代までのお母さん達、

60人が集まって健康ビーチボールバ

レー大会が3月15日、おかの台の町

民体育館で行われました。今年は、

昨年より7チーム少ない12チームが

参加。家族の応援をうけて大ハッス

ル、いい汗を流した一日でした。

試合は、30歳代が1位・鯉口オリ

ーブ、2位・鯉口カトレア、40歳代

が1位＝頃末同好会Ｂ、2位＝みず

ほ団地、50歳以上が1位＝みずほ団

地2位＝机の結果でした。

勝敗じゃないよ

健康づくりが第－

3番、第1ゲート通過。お年寄り

の健康づくりゲートボール大会が3

月10日、19チームが参加して行われ

ました。3コートに分かれて試合開

始、つぎつぎとゲートを狙って球が

打たれます。試合は、チームワーク

にちょっと勝った、みずほ団地が優

勝。2位は頃末Ｂ、3位は猪熊Ｂで

した。

おいら～旅烏でござんす

おじいちゃん、おばあちゃん、さ

ようなら－わたしたち4月から1

年生です。毎月、吉田片山の松快苑

を訪れている町立第2保育園の年長

組みさんが、おわかれにやってきま

した。今日は、園児として最後です

着物姿の女の子、股旅姿の男の子も

一生懸命に踊りを披露しました。お

年寄りたちもちょっぴり寂しそう。

今日は楽しいお話し会です

今日は、中央公民館の図書室の中

は子供でいっぱい、楽しい指人形や

お話しがある日です。ピノキオ文庫

を、みなさん知っていますか？　毎

週土曜日、下二公民館で紙しぼいや

お話し、本の読み聞かせを行ってい

ます。お世話されているのは、入江

サトミさん、小堀悦子さん、黒木イ

ヨコさん、尾上フサ子さんの4人で

す。楽しいお話しに、あっというま

に時間が過ぎていきました。

＝清家秀敏（頃末〕・広渡秀樹（同好会）　【一般男子・複Ｂ級】1位＝釈武

石本国実（高松団地）　【一般女子複・Ａ級】1位＝江口和子（高尾団地）・
子複Ｂ級】1位＝杉本初美（梅ノ木団地）・高田輝子（同好会）　2位＝岡栄

高松団地）・武尾昌子（頃末）　2位＝下笠礼子（同好会）・野辺香代子（同
2位＝本田一秋（吉田ノ二）・清家千代（頃末）　【混合複・Ｂ級】1位＝木

本啓子（高松団地）　【小学3年・単11位＝志賀和幸（梅ノ木団地）　2位

位＝申村有希子（おかの台）　【小学5年・単】1位＝志賀幸代（梅ノ木田

台）　2位＝川越美穂（おかの台）

町の
わだい

あなたの周りの身

近な出来事や話題

を待っています。

むらたひでたろう

村田秀太郎くん
昭和61年4月17日生

（雷実）さんの長男

は
じ
め
ま
し
て
、
秀
太
郎
で
す
。
毎
日
、
麻

里
お
姉
ち
ゃ
ん
、
美
香
お
姉
ち
ゃ
ん
と
な
か
よ

く
遊
ん
で
い
ま
す
。
元
気
な
心
の
広
い
優
し
い

子
に
な
り
ま
す
。

（

吉

田

2

5

5

5

の

ｌ

）

あ

かわはらみか

川原美麗ちゃん
昭和61年4月8日生

耀雪）さんの長女

い
つ
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん

で
い
ま
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も
優
し
い

の
よ
／
パ
パ
も
私
を
箱
入
娘
で
育
て
る
か
ら
、

早
く
お
嫁
に
行
け
る
か
し
ら
？
・
心
配
だ
わ
〃
‥

（

お

か

の

台

1

1

～

1

0

4

）

［申込みは庶務係へ0（毎月2人まで〕ｌ

（6）



受賞おめでと　う

健康的な日本型食生活の推
進を図っている、水巻町食生

活改善推進員会（会長・江藤

水
巻
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
が

米
の
消
費
拡
大
で
受
賞

イトさん）が、福岡県米消費拡大推進

委員会から表彰を受けました。

水巻町食生活改善推進員会は毎月、

塩分を控えた料理や米を使った料理な

ど、手軽においしく出来る料理を考案

して広めています。

2月27日、久留米市で開かれた大会

で表彰状が渡されました。（写真は、

賞状を受ける江藤さん）

君を待っています

スポーツ少年団

町内のスポーツ少年団（水泳・バレ

ー・野球・剣道・バドミントン・ソフ

トボール・空手）では、新規加入者を

受付けます。ご希望の方は各小学校の

教頭先生の所に申込書がありますので、

申し出ください。なお、空手は吉田校

区しかありませんので、他校区からの

人は練習場所（武道館で毎週＝＝木曜19

時～21時、土曜17時～19時）で直接申

し込んで下さい。

大菊作り教室

3本立大菊の苗作りからお教えしま

す。ご希望の方は4月20日までに中央

公民館まで申し込み下さい。詳しいこ

とは、みずほ団地の田中佐市さん（魯

202－0732）にお尋ねください。

●開講式　4月28日　　午前10時から

30年後に夢をのせて

開校50周年を迎えた頃末小学校

は、記念行事としてタイムカプセル

を埋める計画でしたが、卒業式の前

日17日に、埋設式が行われました。

カプセルの中には、全児童の作文や

新聞などが入っています。このカプ

セルは30年後に開かれますが、児童

たちは「21世紀が、今とどんなに変

わっているか」と、早や気分は21世

紀へ。（土をかける子供たち）

鮮やかなラケットさばき

子供から大人まで、手軽にできる

スポーツとして愛好者の多いバドミ

ントンの大会が3月8日、おかの台

の町民体育館で行われました。今年

は小学3年生から成人まで94人が参

加、懸命に小さな羽根にトライ．／

（試合の結果は、下記のとおり）

新生、第4分団が誕生

新しい分団旗が各分団長に手渡さ

れます。3月29日、樋口公民館で水

巻町消防団の団結式が行われまし

た。これは、消防団の再編成によ

り、今までの5分団制から4分団制

に改められたもので、消防団は4月

から新体制で活動します。（写真は

第4分団旗を受ける荒巻分団長）

また、お手合わせを

3月22日、ふれあいを深めよう

－と、ビーチボールバレー大会が

開かれました。商工会婦人部が年末

に行ったチャリティーバザーの益金

を資金にして行われたもので、30歳

代から50歳代まで12チームが参加し

て、試合で親交を深めました。30歳

代が1位＝アタッカーズ、2位＝ど

んぐり、40歳以上が1位＝みずほ40

歳代、2位＝みずほ50歳代。

第　5　回バド　ミ　ント　ン　大会の成績

【一般男子・複Ａ級】1位＝安倍純二（同好会）・立和田千代子（同）　2位

隆雄（同好会）・平松文二（おかの台）　2位＝石本日出人（高松団地）・

酒家千代（頃末）　2位＝＝松野草江（猪熊）・中村三重子（頃末）　【一般女
子（机）・鬼木智恵子（同好会）　【一般女子複・Ｃ級】1位＝永岡富美子（
好会）　【混合複・Ａ級】1位＝村上尚（吉田ノ二）・中村三重子（頃末）

下勇次（同好会）・高田輝子（同好会）　2位＝石本日出人（高松団地）・石

＝宮原亮子（猪熊町住）　【小学4年・単】1位＝吉田理恵（おかの台）　2

地）　2位＝＝小林久美子（猪熊）　【小学6年・単】1位＝佐光知寿（おかの
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こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
、
私
た
ち
三
人
は
役
場
の
保
健
婦
の
小

原
・
野
口
・
神
谷
で
す
。
色
い
ろ
な
検
診
で
知
っ
て
る

よ
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
四
月
か
ら

私
た
ち
三
人
で
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
お
話
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
第
一
回
目
は
、
昨
年
度
に
行
っ
た

「
成
人
病
検
診
」
の
結
果
に
つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
す

五
人
に
二
人
が
赤
信
号

六
人
に
一
人
が
黄
信
号

六
十
一
年
度
は
、
町
内
十
三
地
区
で

成
人
病
検
診
を
胃
が
ん
、
肺
が
ん
検
診

と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

受
診
者
は
九
百
八
十
一
人
で
、
対
象

者
（
四
十
歳
以
上
の
人
）
一
万
二
千
七

百
一
人
の
、
わ
ず
か
七
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
の
受
診
率
で
す
。

自
覚
症
状
も
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
忍

び
よ
る
成
人
病
で
す
が
、
怖
が
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
定
期
検
診

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
健

康
を
も
う
一
度
、
見
つ
め
直
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

検
診
結
果
の
総
合
判
定
で
は
、
五
人

に
二
人
が
病
院
で
の
治
療
が
必
要
で
、

六
人
に
一
人
が
要
観
察
や
要
指
導
と
な

っ
て
い
ま
す
。
「
異
常
な
し
」
の
人
は

二
百
五
十
三
人
で
全
体
の
二
五
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

検
診
を
受
け
る
と
、
あ
な
た
に
結
果

の
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
判
定

に
「
正
常
」
や
「
異
常
な
し
」
、
「
要

観
察
」
、
「
要
指
導
」
と
記
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
用
語
の
意
味
を
、
お

語
い
た
し
ま
す
と
、

●
　
異
常
な
し
と
正
常
は
、
「
あ
な
た

は
、
こ
ん
ど
の
検
診
で
は
健
康
上
問

題
と
な
る
よ
う
な
結
果
は
、
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」
Ｉ
と
、
い
う
判
定

で
す
。

●
　
要
観
察
は
、
「
こ
れ
か
ら
、
あ
な

た
自
身
の
健
康
管
理
に
充
分
注
意
し

て
、
経
過
を
み
る
必
要
が
あ
り
ま

す
」
1
と
、
い
う
意
味
で
す
。

●
　
要
指
導
は
、
「
精
密
検
査
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
、
放
っ
て
お
く
と
発

病
し
ま
す
」
　
－
　
と
、
い
う
警
戒
信

号
で
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
指

導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◇
　
　
　
　
◇

検
診
を
受
け
た
の
が
積
極
的
な
健
康

管
理
の
第
一
歩
な
ら
、
そ
の
判
定
を
役

立
て
る
の
は
、
あ
な
た
自
身
の
意
志
で

す
。
折
角
の
チ
ャ
ン
ス
を
無
駄
に
し
な

い
で
、
検
診
の
結
果
を
生
き
た
も
の
に

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

顎題：日当＝田±田±＝＝＝二二＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

藤二ｉゝ甲ヱ：…忘．ニー！

（
一

昭和30年代の頃未商店街
①当時の国道3号線、頃末市場付近の

写真です。かなりの交通量があり、ま

だ道路は舗装されていません。トラッ

の積荷は炭鉱の坑道を支える坑木を運
んでいます。②昭和42年頃の遠賀信用

金庫本店、場所は現在の位置です。

（8）



家
賃
の
収
入
率

パ

ー

セ

ン

ト

を

超

え

る

滞
納
者
へ
の
厳
し
い
態
度
が
効
果

町
で
は
、
日
本
炭
砿
の
閉
山
に
伴
い
炭
住
の
改
良
事
業
と
し
て
、
昭
和
四
十

四
年
以
降
、
苫
田
団
地
を
七
百
九
十
八
戸
（
う
ち
改
良
住
宅
が
六
百
四
声
）
、

高
松
団
地
が
七
百
三
十
八
戸
、
鯉
口
田
地
が
二
百
二
十
戸
と
、
合
計
一
千
七
百

五
十
六
戸
の
町
営
住
宅
を
毎
年
、
は
く
大
な
予
算
を
使
っ
て
建
設
し
て
き
ま
し

た
（
表
2
参
照
）
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の

長
び
く
経
済
不
況
と
景
気
の
後
退
に
よ
り
、
入
居
者
の
一
部
に
家
賃
納
入
意
識

の
希
薄
と
甘
え
が
お
こ
り
、
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
滞
納
者
に
対
す
る
町
の
対
応

の
甘
さ
か
ら
、
昭
和
五
十
年
度
に
、
か
ろ
う
じ
て
維
持
し
て
い
た
収
入
率
九
八

パ
ー
セ
ン
ト
は
、
昭
和
五
十
、
一
年
度
以
降
は
毎
年
低
下
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
増
え
続
け
る
家
賃
滞
納
対
策
と
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら

家
屋
明
け
渡
し
の
強
制
執
行
を
含
む
「
訴
訟
」
を
始
め
、
厳
し
い
態
度
で
臨
ん

で
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
現
年
度
分
に
限
り
、
二
年
ぶ
り
に
収
入
率
は
九
八

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
成
果
と
な
り
ま
し
た
（
表
1
参
照
）
。

お
ら
れ
た
た
め
に
、
悪
質
滞
納
者
で
も

家
賃
を
全
額
支
払
え
ば
、
家
財
な
ど
の

差
し
押
え
や
家
屋
の
明
け
渡
し
は
し
な

い
で
済
む
と
い
う
風
潮
を
与
え
ま
し
た

そ
の
こ
と
は
、
同
じ
ケ
ー
ス
が
過
去

三
件
（
吉
田
団
地
・
垣
添
・
猪
熊
に
一

件
ず
つ
〕
あ
り
、
三
件
と
も
家
賃
支
払

い
が
毎
月
お
く
れ
、
何
度
も
住
宅
課
職

員
が
督
促
、
納
入
指
導
に
足
を
は
こ
び

時
間
を
浪
費
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
、
滞
納
対
策
を
す
す
め

て
い
く
所
存
で
す
。

あ
り
が
と
う
…
…

折
尾
簡
裁
が
存
続

三
月
十
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
折
尾

簡
易
裁
判
所
の
廃
止
反
対
の
意
見
が
実

を
結
び
、
「
折
尾
簡
裁
存
続
、
門
司
簡

裁
廃
止
」
が
閣
議
で
決
ま
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
◇

次
号
は
、
「
判
決
文
」
な
ど
の
訴
訟

関
係
を
中
心
に
掲
載
し
ま
す
。

6
0
年
度
決
算
と
、

6
1
年
度
実
績
見
込
の
比
較

シリーズ⑨町営住宅の

現状を、みんなで考えよう。

減
ら
な
い
過
去
の
滞
納

し
か
し
、
過
去
の
滞
納
分
（
過
年
度

分
）
の
徴
収
率
は
、
二
〇
～
三
〇
パ
ー

セ
ン
ト
台
と
横
バ
イ
状
態
が
続
き
、
最

悪
の
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
長
期
滞
納
者
の
固
定
化
が

改
良
住
宅
（
吉
田
・
高
松
・
鯉
口
）
を

中
心
に
増
加
し
、
『
訴
訟
や
和
解
を
し

て
も
滞
納
家
賃
を
払
え
ば
、
町
は
家
屋

の
明
け
渡
し
ま
で
は
し
な
い
』
と
、
悪

質
滞
納
者
が
、
た
か
を
く
く
り
、
町
も

●
家
屋
の
明
け
渡
し
　
●
滞
納
家
賃
等

の
全
額
支
払
い
1
の
厳
し
い
姿
勢
に

欠
け
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
り
ま
す

そ
う
し
た
町
の
姿
勢
を
反
映
し
て
か

福
岡
地
方
裁
判
所
小
倉
支
部
の
執
行
官

の
一
部
に
も
、
そ
う
し
た
考
え
の
万
が

次
に
、
家
賃
の
滞
納
額
を
六
十
年
度

の
決
算
と
六
十
一
年
度
の
実
績
見
込
み

で
見
て
み
ま
す
と
、
六
十
年
度
が
三
千

六
百
五
十
万
円
、
六
十
一
年
度
の
見
込

み
が
二
千
六
百
五
十
万
円
で
、
一
千
万

円
も
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
①
収
入
率
の
向
上
で

八
百
二
十
万
円
の
減
少
　
⑧
そ
の
他
の

※
町
営
住
宅
に
対
し
て
の
皆
様
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
連

絡
先
甘
役
場
住
宅
課
（
魯
二
〇
一

－
四
三
二
こ

原
囚
で
百
八
十
万
円
の
械
少
）

一
、
一
一
い
．
．
．
．
一
門
．
い
．
．
一
．
一
、
ｌ
・
‥
一
一
十
．
．
、
へ
群

表1　年度別収入率の推移
言 公　　 営 改　　 良 計 桓 彿

逸 現 年密 計 過年 頭現嘲 計 通年癖 那 魂 計

5 0 77 ．9 98 ．9 69 ．9 97 ．9 7 1．ｇ 98 ．2 1 ．3 16

5 1 74 ．0 98 ．7 7 9 ．5 97 ，7 78 ．5 97 ．9 1 ，466

52 40 98 97 39 96 95 3 9 96 ′95 1 ，596

5 3 74 97 97 40 96 94 4 3 96 95 1，766

封 68 ．2 97 ．ｇ 97 ．3 33 ．4 96 ．3 93 ．7 37 ．1 96 ．6 割 ．4 1 ，964

5 5 59 ．2 97 ．7 9 8．8 2 9 ．3 9 6 ．0 9 2 ．4 32 ．1 96 ．3 93 ，3 2 ，044

58 35 ．6 97 ．2 9 5 ．2 2 0 ．0 9 4 ．9 90 ．2 21 ．3 95 ．2 91 ．0 2 ，164

5 7 38 ．7 96 ．8 朗　 ′2 9．6 9 3 ．3 8 7 ．5 30 ．4 93 ．9 88 ．5 2 ，164

58 4し 2 97 ．1 93 ．7 27 ，3 93 ．5 、8 5 ．5 28 ．4 94 ．1 馬 ．7 2 ，164

59 50 ．4 97 ．5 94 ．5 24 ．7 9 5 ．3 8 5 ．3 26 ．6 95 ．6 86 ．7 2 ，164

60 72 ．4 98 ．2 97 ，8、、、25 ．0 96 ．9 ′86 ．8 27 ．5 97 ．1 88 ．3 2 ，164

6 1 57 ．ｇ 98 ．5 97 ．2 37 ．6 98 ．1 9 0 ．4 38 ．4 98 ．2 鋸 ．4 2 ，164

表2　町営住宅建設状況
年度

地名
掛欄 34 35 36 37 3ｇ 40 41 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 計

48 14 10 ㌢

下　二 93 22 10 6 131

垣　漂 45 45

頃　末 5 5

猪　熊 20 24 16 15 20 20 115

吉　田 228 120 124 118 102 1肪 7∈紹

高　松 150 150 130 48 50 60 120 ？蒲

線 番 110 110 220

野　間 6 4 10 20

いわぜ 6 4 10 20

合　計 191 36 40 30 16 15 20 20 228 120 124 118 102 256 150 130 170 198 88 120 2，164
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日
赤
の
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
日
赤
の
献

血
が
次
の
通
り
行
わ
れ
ま
す
。

心
と
心
の
き
ず
な
…
…
あ
な
た
の
善

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
4
月
1
6
日
（
木
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

●
場
所
　
水
巻
町
中
央
公
民
館
前

※
献
血
は
「
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
」
と

「
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
」
の
ど
ち
ら

で
も
選
択
で
き
ま
す
。
献
血
の
際
、

受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

七

十

歳

に

な

っ

た

ら

老

人

保

健

の

手

続

き

を

七
十
歳
に
な
っ
た
ら
「
老
人
保
障
制

度
」
　
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

通
用
さ
れ
る
の
は
、
七
十
歳
に
な
る

誕
生
月
の
翌
月
か
ら
（
1
日
生
ま
れ
の

人
は
そ
の
月
か
ら
）
で
す
。
誕
生
日
の

月
末
近
く
に
な
っ
た
ら
、
役
場
住
民
課

の
国
保
年
金
係
に
、
印
鑑
と
健
康
保
険

証
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
病
院
の
窓
口
で
あ
な
た
が
支

払
う
医
療
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
通
院
の
場
合
一
カ
月
＝
八
百
円

●
入
院
の
場
合
一
日
＝
四
百
円

●
所
得
に
よ
る
特
例

町
・
県
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
老

齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
今

ま
で
ど
お
り
、
一
日
三
百
円
の
二
カ
月

間
負
担
で
す
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
人
で

次
に
該
当
す
る
人
は
、
六
十
五
歳
か
ら

老
人
医
療
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
法
、
、
厚
生
年
金
法
で
、

一
、
二
級
の
人

●
身
体
障
害
者
手
帳
、
一
級
か
ら
三
級

の
人
、
四
級
の
音
声
機
能
（
言
語
）

障
害
の
人
、
四
級
の
下
肢
障
害
の
人

●
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
人

そ
の
は
か
老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
の
国
保
年
金

係
（
蜜
二
〇
一
－
四
三
二
一
）
　
へ
。

】
を
．
し
て
ね

標
準
小
作
料
・
二
万
八
千
円

今
年
は
標
準
小
作
料
の
見
直
し
を
行

う
年
（
三
年
ご
と
）
で
、
水
巻
町
農
業

委
員
会
で
は
小
作
料
協
議
会
に
諮
り
、

今
ま
で
ど
お
り
『
二
万
八
千
円
』
に
据

置
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
小
作
料
は
、
昭
和
六
十

二
年
一
月
か
ら
昭
和
六
十
四
年
十
二
月

ま
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
を
三

月
に
行
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
手
続
き
を

さ
れ
て
な
い
万
が
お
ら
れ
ま
す
。

古
い
保
険
証
（
藤
色
）
で
は
、
病
院

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
す
ぐ
役
場
住
民
課
の
国
保
年
金
係

（
窓
口
6
番
）
で
切
り
替
え
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

①
「
保
険
証
」
と
「
印
か
ん
」

⑧
遠
隔
地
被
保
険
者
の
方
は
、
㊧
ま

た
は
⑳
の
国
民
健
康
保
険
証
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
（
㊥
の
被
保
険
者

は
在
学
証
明
者
を
添
付
の
こ
と
）

君
も
、
少
年
教
室
に
参
加
し
よ
・

キ
ャ
ン
プ
あ
り
、
し
め
縄
つ
く
り
あ

り
、
楽
し
い
『
少
年
教
室
』
が
五
月
か

ら
開
か
れ
ま
す
。
君
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
研
修
期
間
　
5
月
か
ら
来
年
3
月
ま

で
（
学
習
内
容
表
の
と
お
り
〕

●
参
加
で
き
る
人
　
小
学
校
五
年
生
・

六
年
生
と
中
学
生
の
男
女
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
込
み
先
　
水
巻
町
教
育
委
員
会
に

「
4
月
2
4
日
」
ま
で
。

●

少年教室学習内容
囲 研 修 期 日 学　 習　 内　 容　 つ

1 5　月 17　日
講演　　　　　　 ′

自己紹介・レクリエーション

2

6 月13日 テント設営及び撤収・野外調理

ｉ レクリェーション・歌

6 月14 日 （一泊二 日）

3 7　月 12　日 ゲーム・レクリェーション

4 8　月 18　日 キャンプ設明及び癒旗つくり

5

8 月22日 キャンプを通じてコミュニティ

ｌ 野外詞理・キャンプファイヤ

8 月23日 英彦山登山 （一泊二 日）

6 10 月　2 5　日
見て歩き水巻町に参加しての

水老師丁吏跡めぐり

7 11 月　22　日 しめ なわつ くり

8
昭和63年

1 月 17　日
寒中長距離歩行

9 2　月 14　日 陶器つ くり

10 3　月　 6　日
座言姶 ・思い出のレクリェーション

今年度の反省と来年度の抱負

※上記日程び学習テーマは教室生の希望又は諸
般の事情により変更することもあります。

愛

の

贈

り

も

の

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
金
一
封
あ
り
が
と
う

●
大
野
守
正
様
（
高
尾
団
地
）

●
Ｏ
Ｍ
Ａ
歌
踊
サ
ー
ク
ル
　
（
代
表
・
前

田
賢
二
）
様
か
ら
、
歌
と
踊
り
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に
よ
る
募
金

☆
香
典
返
し
と
し
て

●
下
二
　
　
　
故
・
上
村
雪
夫
様

上
村
千
里
様

●
鯉
口
団
地
　
故
・
荒
木
七
五
三
人
様

荒
木
サ
ヨ
様

●
吉
田
ノ
三
　
故
・
山
中
ア
キ
様

山
中
父
子
幸
様

●
高
松
団
地
　
故
・
樋
口
照
子
様

樋
口
　
茂
様

初
節
句
の
赤
ち
ゃ
ん
募
集

広
報
み
ず
ま
き
で
は
、
今
年
、
初
節

句
を
迎
え
る
お
子
さ
ん
を
掲
載
し
ま

す
。
ご
希
望
の
万
は
、
①
お
子
さ
ん
の

写
真
一
枚
　
⑧
お
子
さ
ん
の
名
前
・
生

年
月
日
・
住
所
と
電
話
番
号
を
書
い

て
、
役
場
総
務
課
庶
務
係
に
『
四
月
三

十
日
』
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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範
ｌ
 
ｌ
個
福
祉
ま
つ
リ

ふかめよう　ふれあいを．′
広めよう　福祉の輪を．′　一合言
葉に、『第1回福祉まつり』が5
月10日に開催されます。
この福祉まつりは、お年寄りも
障害のある方も健常者も、みんな
が集い、お互いを理解し合おうと
社会福祉協議会と、ともしびの会
が共催で開くもので、水巻町を始
め26団体が後援をします。
でも、主役は皆さんたち、会場
の中央公民館では、講演や不用品
バザー、もちつき大会、演芸会な
ど催しがいっぱい。
ぜひ、来てくださいね。

●
と
　
き
　
5
月
1
0
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

鰯繁等試′・．・ｌくつ

むらたゆ　あ

村田由里亜ちゃん
昭和61年4月21日生

学）さんの長女
栄
尊

バ
ー
ィ
、
私
由
里
亜
で
す
。

こ
の
名
前
、
パ
パ
が
つ
け
て
く

れ
た
の
。
と
っ
て
も
気
に
い
っ

て
ま
す
。
名
前
負
け
し
な
い
よ

う
に
、
う
～
ん
と
美
人
に
な
り

ま
す
。
（
頃
末
5
7
4
の
封
）

不用品を
提供ください
あなたのお宅にある不用な日用
品を提供ください。

●受取期間　5月6日～5月8日
午前10時～午後5時

●受取場所　水巻呵中央公民館

エ
イ
ズ
は
自
分
で
予
防
で
き
ま
す

エ
イ
ズ
の
言
葉
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
連
日
の
よ
う
に
飛
び
か
っ
て
い
ま

す
。
と
に
か
く
、
こ
の
病
気
、
発
病
す

れ
ば
三
年
で
、
四
人
に
三
人
が
死
亡
す

る
恐
ろ
し
さ
。
で
も
普
通
の
生
活
で
は

う
つ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
こ
の
病
気
の

特
徴
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

●
エ
イ
ズ
と
は
…
…

エ
イ
ズ
と
は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
、
体
を

他
の
病
気
か
ら
守
る
抵
抗
力
が
壊

さ
れ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
後
、
約
八

週
間
た
て
ば
血
液
検
査
で
判
定
が

で
き
ま
す
。

●
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
ら
…
…

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
の
う
ち

．
一
～
三
割
の
人
に
、
数
年
の
う
ち

に
①
発
熱
を
く
り
か
え
す
ｅ
急
に

体
重
が
減
る
⑧
リ
ン
パ
腺
が
腫
れ

る
③
下
痢
が
つ
づ
く
　
ー
　
な
ど
の

症
状
が
で
て
き
ま
す
。

●
病
気
が
す
す
む
と
…
…

体
の
抵
抗
力
が
お
ち
て
、
健
康
な

人
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
細
菌
や

カ
ビ
に
よ
る
感
染
症
に
か
か
っ
た

り
、
皮
フ
に
ガ
ン
の
一
種
が
で
き

た
り
し
ま
す
。

●
治
療
方
法
は
…
…

現
在
の
と
こ
ろ
特
効
薬
は
な
く
、

発
病
す
る
と
三
年
で
、
四
人
の
う

ち
三
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

●
職
場
や
学
校
に
エ
イ
ズ
患
者
が
い
る

と
周
囲
の
人
に
か
か
る
恐
れ
は
…
…

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
非
常
に
感
染

エイズ血液検査の採血日

検査料：1，680円

保 健 所 電　　 話
採 血 曜 日 ・時 間

曜 日 受 付 時 間
遠　　 賀 2 0 1 － 0 6 2 9 月 9 ：0 0 へ一・1 1 ：0 0
門　　 司 3 2 1 － 4 5 8 6 木 9 ：0 0 － 10 ：0 0
小 倉 北 5 7 1 － 0 9 5 8 金 9 ：0 0 － 1 1 ：0 0
小 倉 南 9 2 1 － 2 1 8 5 水 9 ：0 0 － 1 1 ：0 0
八 幡 東 6 7 1 － 0 9 9 0 火 9 ：0 0 － 1 1 ：0 0
八 幡 西 6 4 2 － 1 4 4 1 木 9 ：0 0 － 1 1 ：0 0
戸　 畑 8 7 1 － 4 5 2 7 火 9 ：0 0 ノ、 1 1 ：0 0
若　　 松 7 6 1 － 4 0 4 4 火 9 ：0 0 ・一一1 1 ：0 0

●

力
の
弱
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
普
通
の

生
活
の
中
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
。

①
咳
や
く
し
ゃ
み
で
空
気
を
介
し

て
う
つ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑧
お
し
ゃ
べ
り
や
握
手
、
つ
り
革

や
手
す
り
、
お
金
で
う
つ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
⑨
お
風
呂
や
ト

イ
レ
、
プ
ー
ル
で
う
つ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

エ
イ
ズ
に
感
染
し
な
い
た
め
に
…
…

注
意
を
要
す
る
の
は
　
〝
性
的
接

触
〟
と
〝
血
液
に
よ
る
汚
染
″
で

す
。
売
春
行
為
を
し
て
い
る
人
や

エ
イ
ズ
多
発
国
の
人
、
男
性
同
性

愛
者
や
薬
物
濫
用
者
と
の
性
的
接

触
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

エ
イ
ズ
で
あ
る
か
ど
う
か
調
べ
て
も

ら
う
に
は
…
…

県
下
の
全
て
の
保
健
所
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
（
表
を
参
照
）

エ
イ
ズ
に
関
す
る
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー

ビ
ス
　
　
　
徽
五
八
一
－
一
九
九
九
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わたしだ‾与のふるさとは、灰・坑と深
物語を

つな
なさ
が
ん
ノ

．ヽ＿

をもっ
介 し
た
て
町で
いき Ｃｌ

忘れ去られようと

0

している
啄坑の様子や塔堪 に つわ す

佐
　
藤
　
慶
　
太
　
郎
　
伝
　
川

筑
豊
に
は
、
今
ま
で
書
い
て
き
た
よ
う
な
成
金
男
が
い
る
か
と
思

ぅ
と
、
儲
け
た
カ
ネ
を
す
べ
て
社
会
事
業
に
つ
ぎ
込
ん
だ
川
筋
男
も

い
た
。
そ
の
人
は
若
松
で
石
炭
商
を
し
て
大
成
し
た
折
尾
村
本
城
出

身
の
佐
藤
慶
太
郎
、
ま
た
、
そ
の
妻
は
水
巻
村
立
屋
敷
出
身
の
旧
姓

山
本
俊
子
で
あ
る
。

慶
太
郎
の
母
ナ
ヲ
は
、
上
津
役
村
中
嶺
の
能
美
家
か
ら
陣
原
村
の

庄
屋
末
松
卯
衛
門
へ
嫁
い
だ
が
、
夫
の
卯
衛
門
は
二
女
を
も
う
け
て

む
こ

若
く
て
病
死
し
た
。
そ
こ
で
婿
養
子
を
迎
え
た
の
が
本
城
村
庄
屋
佐

藤
扇
十
郎
の
弟
孔
作
で
、
と
き
に
孔
作
二
十
歳
、
ナ
ヲ
は
二
十
八
歳

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
人
と
も
末
松
家
の
血
縁
者
で
な
い
こ
と
か

ら
一
門
と
う
ま
く
い
か
ず
、
の
ち
に
夫
婦
は
二
児
を
残
し
て
家
を
出

て
佐
藤
姓
に
復
し
、
陣
原
の
渡
場
で
川
船
相
手
の
小
店
を
出
し
た
が
、

そ
の
と
き
に
生
れ
た
の
が
慶
太
郎
で
あ
る
。
少
年
時
代
の
慶
太
郎
は
、

店
の
手
伝
い
を
す
る
か
た
わ
ら
堀
川
筋
を
歩
い
て
吉
田
村
の
塾
に
か

ま
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
漢
学
者
で
遠
賀
郡
の
教
育
先
駆
者
で
あ
る
岡

山
直
通
先
生
（
折
尾
駅
前
金
光
教
会
境
内
に
顕
彰
碑
が
あ
る
）
が
い

た
。
彼
は
、
そ
こ
で
先
生
か
ら
大
成
す
る
基
礎
を
叩
き
込
ま
れ
て
い

る
。慶
太
郎
は
明
治
十
九
年
、
福
岡
に
出
て
修
猷
館
に
学
び
、
翌
年
、

上
京
し
て
明
治
法
律
学
校
（
の
ち
の
明
治
大
学
）
を
受
験
し
て
合
格

し
た
。
と
こ
ろ
が
父
孔
作
に
学
費
の
メ
ド
が
た
た
ず
、
困
り
果
て
て

こ
れ
を
佐
藤
本
家
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
佐
藤
家
の
五
軒
で
毎
月
一

円
八
十
銭
を
送
金
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
一
円
八
十
銭
と
い

え
ば
高
級
の
宿
屋
が
三
食
つ
き
で
十
五
銭
、
人
力
車
な
れ
ば
一
里
（

約
四
キ
ロ
）
走
っ
て
二
銭
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
こ
れ
だ
け

の
学
資
を
貢
い
だ
の
だ
か
ら
、
佐
藤
家
の
人
も
慶
太
郎
に
劣
ら
ず
立

派
な
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
な
お
慶
太
郎
は
大
成
す
る
と
な
に
は
と
も

あ
れ
、
こ
れ
ら
の
人
に
各
々
一
万
円
を
贈
っ
た
が
、
そ
れ
は
感
謝
の

気
持
ち
で
あ
っ
た
。
一
千
倍
の
お
礼
と
し
て
返
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。こ
こ
で
慶
太
郎
の
義
兄
に
な
っ
た
、
立
屋
敷
村
出
身
の
山
本
周
太

郎
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
す
る
。
周
太
郎
は
幼
名
を
周
助
、
医
者
に

た
ん

し
て
漢
学
者
で
あ
る
永
沼
澹
一
先
生
の
次
男
に
生
ま
れ
た
。
澹
一
先

生
は
、
伊
左
座
村
百
姓
永
沼
周
助
の
三
男
で
文
化
十
一
年
（
一
八
一

四
〕
生
れ
、
若
い
と
き
に
福
岡
の
亀
井
鉄
太
郎
に
学
び
、
の
ち
に
大

阪
へ
出
て
漠
医
を
修
め
て
帰
郷
し
、
立
屋
敷
村
で
医
を
開
業
す
る
か

ち
ん
ｈ
ソ

た
わ
ら
「
砧
里
軒
塾
」
を
開
い
て
、
子
弟
の
教
育
に
た
ず
さ
わ
っ
て

い
ち
⊥
う

い
た
。
い
わ
ば
水
巻
の
教
育
の
先
駆
者
で
、
今
で
も
堤
防
上
の
銀
杏

の
木
の
下
に
、
門
弟
の
建
立
し
た
明
治
二
十
八
年
記
の
朗
彰
碑
の
立

っ
て
い
る
の
が
み
ら
れ
、
る
。

周
太
郎
は
父
澹
一
の
教
え
の
も
と
、
若
く
し
て
若
松
へ
出
て
石
炭

商
に
な
り
、
の
ち
同
じ
村
の
百
姓
山
本
利
三
郎
の
婿
養
子
に
な
っ
て

長
女
カ
タ
と
結
婚
し
て
、
山
本
商
店
を
開
業
し
た
。
と
こ
ろ
が
数
年

後
に
日
清
戦
争
が
勃
発
し
た
の
で
、
そ
こ
で
炭
坑
経
営
に
も
手
を
出

し
て
、
の
ち
に
屋
号
を
山
周
商
店
と
い
う
若
松
屈
指
の
石
炭
商
に
な

っ
た
。
な
お
、
そ
の
帳
場
の
会
計
を
あ
ず
か
っ
て
い
た
の
が
妻
カ
タ

の
妹
俊
子
で
、
世
話
す
る
人
あ
っ
て
、
学
校
を
出
て
病
で
陣
原
に
て

静
養
し
て
い
た
慶
太
郎
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
き
に
慶
太

郎
二
十
五
歳
、
俊
子
二
十
四
歳
。
慶
太
郎
に
し
て
み
れ
ば
法
律
家
を

志
し
て
い
た
の
に
胃
腸
が
弱
く
、
こ
れ
を
機
会
に
実
業
家
と
し
て
立

つ
べ
く
、
夫
婦
し
て
山
周
商
店
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。

二
人
は
結
婚
す
る
と
き
、
つ
ぎ
の
誓
い
を
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ

は
終
生
守
っ
て
い
る
。

一
、
身
の
楽
を
た
の
ま
な
い
こ
と

一
、
居
宅
に
望
み
を
い
わ
な
い
こ
と

一
、
報
酬
を
目
あ
て
に
働
か
な
い
こ
と

そ
の
後
、
二
人
は
義
兄
周
太
郎
か
ら
の
れ
ん
を
わ
け
て
も
ら
っ
て

佐　藤　慶太部

佐　藤　俊　子

佐
藤
商
店
を
開
業
し
た
が
、
そ
の
堅
実
な
商
法
と
研

究
熱
心
は
た
ち
ま
ち
評
判
に
な
り
、
明
治
末
期
に
は

二
百
数
十
社
あ
る
若
松
の
石
炭
商
で
、
十
指
に
入
る

業
績
を
残
し
て
い
る
。
な
か
で
も
慶
太
郎
は
石
炭
の

ぞ
う
け
い

品
質
に
対
し
て
造
詣
が
深
く
、
山
師
的
な
取
引
き
の

横
行
す
る
な
か
で
、
品
質
で
炭
価
を
定
め
る
方
法
を

採
用
し
て
、
次
第
に
顧
客
の
信
用
を
得
て
い
っ
た
。

ま
た
会
社
の
経
営
に
し
て
も
明
治
三
十
五
年
に
預
金

が
三
万
円
に
な
る
と
、
そ
れ
の
利
子
で
会
社
の
経
常

費
を
ま
か
な
う
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
二
人
の
家
庭
生

活
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
質
素
で
あ
っ
た
。
な
お
、
の
ち
に
慶
太
郎

は
高
江
、
須
恵
な
ど
の
ヤ
マ
を
麿
営
し
た
が
、
そ
れ
は
日
露
戦
争
後

の
不
況
の
と
き
に
坑
内
を
整
備
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
採
炭
し

た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
財
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
こ
ろ
で
「
人
生
の
す
べ
て
が
カ
ネ
儲
け
で
あ
る
」
と
考
え
て
い

る
人
に
は
、
こ
れ
か
ら
書
く
佐
藤
慶
太
郎
は
奇
人
に
み
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
儲
け
た
カ
ネ
を
、
す
べ
て
公
共

事
業
に
寄
付
し
て
い
る
。
慶
太
郎
の
考
え
と
し
て
は
「
俺
が
カ
ネ
を

儲
け
る
と
、
そ
の
裏
で
必
ず
損
を
す
る
人
が
い
る
。
儲
け
た
あ
ま
っ

た
カ
ネ
は
世
の
中
へ
返
す
の
が
当
然
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
、
彼
の

持
論
で
あ
っ
た
。

大
正
十
年
三
月
、
日
本
国
中
を
不
景
気
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
る

と
き
、
古
び
た
洋
服
を
き
た
や
せ
た
老
人
が
、
東
京
府
庁
の
知
事
室

を
訪
れ
た
。
身
な
り
を
み
て
秘
書
は
ぞ
ん
ざ
い
な
応
対
、
他
の
接
客

を
先
に
通
し
た
り
し
て
待
つ
こ
と
一
時
間
、
よ
う
や
く
知
事
室
に
通

ひ
ろ
し

さ
れ
た
。
そ
の
と
き
の
府
知
事
は
阿
部
浩
、
通
さ
れ
た
客
は
諸
用
が

あ
っ
て
妻
と
共
に
上
京
し
た
佐
藤
慶
太
郎
。
以
前
、
阿
部
は
慶
太
郎

と
東
海
道
本
線
の
食
堂
車
で
向
か
い
あ
っ
て
歓
談
し
た
こ
と
が
あ
る

の
で
、
ま
ん
ざ
ら
知
ら
ぬ
仲
で
も
な
か
っ
た
。
当
時
、
東
京
府
は
「

首
都
で
常
設
美
術
館
の
な
い
の
は
一
国
の
恥
で
あ
る
。
す
べ
か
ら
く

早
急
に
建
設
せ
よ
」
と
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
美
術
団
体
や
マ
ス
コ

ミ
か
ら
は
ら
れ
て
困
っ
て
い
た
。
東
京
府
の
計
画
で
は
、
美
術
館
を

上
野
公
園
に
設
置
し
て
建
設
費
は
七
十
万
円
。
し
か
し
、
こ
れ
は
不

況
で
予
算
化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
無
期
延
期
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
態
に
あ
っ
た
。

こ

ぴ

き

そ
の
朝
、
慶
太
郎
は
木
挽
町
の
旅
館
で
新
聞
を
み
て
こ
れ
を
知
っ

た
。
早
速
、
夫
婦
で
相
談
し
て
余
裕
の
あ
る
カ
ネ
を
、
こ
れ
に
あ
て

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
足
で
府
庁
へ
お
も
む
い
た
の
で
あ
る
。
慶
太

郎
は
話
を
出
し
た
。

「
新
聞
に
よ
れ
ば
、
東
京
府
は
常
設
美
術
館
の
建
設
で
困
っ
て
い

る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
私
の
あ
ま
っ
た
カ
ネ
を
役
立
た

せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
実
は
今
す
こ
し
働
い
て
ま
と

ま
っ
た
カ
ネ
を
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近
、
少
し
ば
か
り
健

康
を
害
し
た
う
え
、
老
い
さ
き
短
い
こ
と
故
、
と
り
あ
え
ず
生
活
費

と
経
営
資
金
を
差
し
引
い
た
、
残
り
を
寄
付
し
た
い
と
思
い
ま
し
て
」

話
を
聞
い
て
い
た
阿
部
は
、
三
十
坪
の
家
が
五
百
円
で
建
つ
時
代

で
あ
る
。
今
ま
で
多
く
の
寄
付
が
よ
せ
ら
れ
た
が
、
高
く
て
せ
い
ぜ

い
百
円
か
二
百
円
、
今
度
も
そ
れ
く
ら
い
の
寄
付
で
あ
る
と
思
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

（
文
）
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